
喪中はがきは、近親者で一年以内に不幸があった場合に年始の御挨拶をご遠
慮する書状です。
喪中はがきを出す時期は先様が年賀状を用意する１１月中旬から１２月初旬
までには到着するように投函します。また喪中であることを知らない方から
年賀状が届くこともありますので、松の内が過ぎてから賀状のお礼とともに
寒中見舞いを兼ねて出されるとよいでしょう。
オリジナル文章や寒中見舞いも承りますのでお気軽にお問い合せ下さい。

■差出人として出された方がよい続柄

■お申し込みの手順
　(はがき、文例、書体の組み合わせは自由です)

年賀欠礼挨拶状価格表

① はがきは４種類より選択
　 ( いずれも別途切手が必要 )
② 文例 4 種類　A ・ B ・ C ・ D より選択
③ 書体 2 種類　行書体 ・ 楷書体より選択
④ 枚数を記入
⑤ その他の必要事項を記入
⑥ 同封の注文はがき ( 切手不要 ) または
    裏面のＦＡＸ専用用紙より注文
⑦ 弊社に届きましたら、 担当者より確認の
　 電話をさせていただきます

喪中はがき印刷承ります

◎ご注文、お問合せは葬祭コンシェルジュ

(表は一つの目安です)
親族の範囲 喪中はがきの目安

両親・配偶者・子・兄弟姉妹・配偶者の両親 ほとんどの人は出す

祖父母・配偶者の祖父母・兄弟姉妹の配偶者・配偶者の兄弟姉妹 出す人と出さない人がいる

三親等以下（おじ・おば・いとこ等） ほとんど出さない

遠い親戚（民法規定の親族以外の関係） 出さない
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寺村葬儀社
■ホームページにて喪中はがき豆知識を
　掲載しています

寺村葬儀社H.P




